
堺市健康部

【現状】

健康意識向上事業
（保健部門・生活保護部門・大学が連携し、全国に先駆け堺市における生活保護受給者の健康状態の改善をめざす）

○本市健康寿命は、男性６９．５５歳（１５位）・女性７１．８６歳（２０位）と政令市の中でもワーストクラス。
○総死亡標準化死亡比（全国を100とする）は、堺市の男性で１０４.７、女性で１０３.５と全国よりも高い。
主な死因となっているがん・心疾患・肺炎の標準化死亡比も全国より高い。
○特定健診・特定保健指導の受診者数と比較し、生活保護受給者を対象とした健康診査受診率が非常に低い。
○受給者の多くがなんらかの疾病により医療機関を受診しており、健康課題をもつ方が多い。

健康寿命の延伸と健康格差の縮小のため、生活習慣病予防対策が急務

生活保護部門

各区役所生活援護課
と連携

保健師

生活保護受給者

プログラムに基づいた通院指導
及び保健指導等の訪問支援訪問調査

平成31年度業務委託契約
生活保護受給者の病状、
生活状況など健康管理に
関することは、各ケース
ワーカーからコンシェルジュ
に情報提供を行う。コンシェ
ルジュは情報を一元管理
（統括）する。

支援プログラムの策定

保健部門

（委託事業者）

支援状況や支援における好事例等の情報を共有

コンシェルジュ

看護師
等

（国庫補助金申請予定）

全市民の健康寿命の延伸と健康格差の縮小！！

ケースワーカー

各区役所保健センター
と連携

保健センター

大学との協働により事業効果を検証
事業を応用、発展


